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疑問から再出発した市立保育園



疏罰1）心を動かしたものは

園児が訴えていたものは

　

市
立
保
育
園
は
、
平
成
元
年
度
か
ら
大
き
く
保
育
目
標

を
転
換
し
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
っ
て
、
保
育
に
携
わ
っ

て
き
た
保
母
の
考
え
を
、
大
転
換
さ
せ
た
も
の
は
何
だ
っ

た
の
で
し
よ
う
か
。
す
っ
か
り
様
変
わ
り
し
た
市
立
保
育

園
で
は
、
ど
ん
な
保
育
が
行
わ
れ
、
園
児
た
ち
は
ど
の
よ

う
に
過
ご
し
て
い
る
の
か
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

保
育
は
、
集
団
生
活
の
楽
し
さ

の
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
興

味
を
持
た
せ
、
自
主
…
協
調
な
ど

を
養
う
こ
と
が
ね
ら
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
特
に
四
、
五
歳
ま
で
の

子
ど
も
の
環
境
は
、
そ
の
子
ど
も

の
生
涯
に
と
っ
て
、
重
要
な
時
期

と
い
え
ま
す
。

　

近
年
、
厚
生
省
の
保
育
指
針
が

改
訂
さ
れ
、
①
幼
児
の
主
体
的
な

生
活
2
環
境
に
よ
る
保
育
③
一
人

ひ
と
り
の
個
性

や
特
性
に
応
じ

る
保
育
④
遊
び

を
通
し
て
の
総

合
保
育
を
柱
と

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
今
、
市

立
保
育
園
が
取

り
組
ん
で
い
る

　

「
根
っ
こ
の
保

育
」
の
視
点
と
同
じ
で
す
。

視
察
や
勉
強
会
で

　
　

園
児
の
不
自
然
さ
を

　

自
己
表
現
が
で
き
ず
、
受
け
身

で
行
動
す
る
こ
と
が
多
い
小
中
学

生
。
そ
の
原
因
と
な
る
芽
は
、
幼

児
期
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
と
い
わ

れ
、
幼
児
教
育
を
批
判
す
る
声
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

六
ヵ
所
の
保
育
園
で
は
、
二
百

七
十
人
の
園
児
を
二
十
六
人
の
保

母
が
受
け
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
保
育
の
問
題
に
取
り
組
む
た

め
に
、
子
ど
も
の
本
質
を
と
ら
え

る
研
修
会
を
、
保
母
の
間
で
定
期

的
に
開
い
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

各
地
の
保
育
園
を
視
察
し
た
り
、

講
師
を
招
い
て
の
勉
強
会
も
続
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
保
母
の
目
は
、
次
第

に
園
児
た
ち
の
不
自
然
な
行
動
や

態
度
に
注
が
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
す
。

保
母
に
頼
り
が
ち
な
子
ど
も

　

砂
遊
び
や
土

い
じ
り
は
、
汚

れ
な
い
よ
う
に

手
先
だ
け
。
散

歩
に
出
か
け
て

も
、
ち
ょ
っ
と

触
る
程
度
で
深

く
関
わ
ろ
う
と

し
な
い
。
こ
う

し
た
園
児
た
ち

の
動
き
は
、
自
分
の
行
動
を
自
分

で
判
断
が
で
き
ず
、
大
人
に
依
存

し
て
い
る
姿
で
し
た
。

　

絵
を
見
て
も
、
形
態
や
色
彩
な

ど
が
概
念
的
に
と
ら
え
た
も
の
が

多
く
見
ら
れ
ま
す
。
子
ど
も
本
来

の
生
き
生
き
と
し
た
生
命
感
あ
ふ

れ
る
表
現
が
少
な
い
の
で
す
。

今
ま
で
の
保
育
を

　
　

ぜ
口
か
ら
問
い
直
す

　

現
代
の
生
活
の
中
で
生
ま
れ
育

つ
子
ど
も
た
ち
に
、
何
か
必
要
か

保
育
の
中
で
何
を
獲
得
さ
せ
ね
ば

な
ら
な
い
か
を
十
分
に
話
し
合
い

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
子
ど
も
の
人
格
を

認
め
、
子
ど
も
の
気
持
ち
を
大
切

に
考
え
、
子
ど
も
が
子
ど
も
と
し

て
生
き
て
い
く
た
め
に
、
子
ど
も

の
遊
び
（
生
活
）
に
つ
い
て
、
今

一
度
見
直
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
遊
び

に
打
ち
込
む
な
か
で
、
主
体
的
に

物
事
に
取
り
組
む
意
欲
や
態
度
を

身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
を
願
い
、

平
成
元
年
度
か
ら
取
り
組
ん
だ
の

が
、
「
根
っ
こ
の
保
育
」
だ
っ
た
の

で
す
。

絵を持ち寄って研修する保母



根
つ
こ
の
保
育

何
を
ど
う
変
え
た
の
か

　
　

「
根
っ
こ
の
保
育
」
は
、
こ
れ

ま
で
の
保
育
を
一
八
〇
度
転
換
し

た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

何
を
し
て
も
許
さ
れ
る
、
そ
れ

ど
こ
ろ
か
保
母
が
笑
顔
で
見
て
い

る
の
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
安
心

し
て
、
園
舎
の
内
や
園
庭
を
自
由

に
動
き
ま
わ
り
ま
す
。
自
分
の
描

き
た
い
と
き
に
描
く
絵
。
気
の
合

う
仲
間
と
い
い
場
所
を
見
つ
け
て

食
べ
る
食
事
。
つ
ま
り
、
解
放
さ

れ
た
空
間
が
用
意
さ
れ
た
の
と
同

時
に
、
自
分
の
意
志
で
行
動
す
る

こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
元
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
「
根
っ
こ
の
保
育
」
の
取
り
組

み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
心
の
解
放

　

今
ま
で
の
「
し
て
は
い
け
な
い

よ
」
と
い
う
枠
を
取
り
除
き
、
解

放
感
と
安
心
感
を
与
え
ま
し
た
。

保
母
と
の
信
頼
関
係
を
深
め
な
が

ら
、
意
図
的
に
「
こ
わ
す
」
「
や
ぶ

る
」
「
よ
ご
す
」
と
い
っ
た
破
壊
活

動
を
進
め
ま
し
た
。

　

こ
の
歩
み
の
な
か
で
、
室
内
よ

り
も
外
に
出
る
こ
と
を
好
み
、
自

然
の
中
で
好
奇
心
を
抱
ぐ
よ
う
に

な
り
、
伸
び
伸
び
と
遊
べ
る
よ
・
つ

に
な
り
ま
し
た
。

自
然
の
素
材
を
用
意

　

子
ど
も
た
ち
は
、
自
然
と
の
関

わ
り
の
な
か
で
、
生
き
生
き
と
遊

ん
で
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
既
存
の
玩
具
を
取
り

除
き
、
イ
メ
ー
ジ
を
わ
か
せ
て
遊

べ
る
よ
う
に
と
「
土
」
「
水
」
「
木
」

　

「
石
」
を
用
意
し
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
素
材
は
、
遊
ぶ
ほ
ど
に
可
能

性
が
あ
ふ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
取

り
組
み
は
次
第
に
深
く
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。
試
し
た
り
、
こ
わ
し

た
り
、
工
夫
し
た
り
と
遊
び
も
バ

ラ
エ
テ
ィ
に
。
そ
し
て
、
子
ど
も

の
気
持
ち
や
感
じ
た
こ
と
が
、
こ

と
ば
や
絵
に
も
素
直
に
表
現
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

▼あ～変なところ切ったよ

▲この池、もっと大きくしようか

▼ごはん食べたら続きをやろうね

共
に
生
き
る
力
を
身
に
つ
け

遊
び
か
ら
養
わ
れ
る
感
性
や
創
造
力

　

子
ど
も
た
ち
に
任
せ
る
生
活

は
、
ど
ん
ど
ん
浸
透
し
て
い
き
ま

し
た
。
自
然
に
年
齢
の
枠
が
な
く

な
り
、
遊
び
の
中
に
異
年
齢
の
グ

ル
ー
プ
が
で
き
て
き
ま
し
た
。

　

虫
を
つ
か
ま
え
る
三
・
四
歳
児

や
そ
の
虫
の
こ
と
を
教
え
る
五
歳

児
。
手
に
虫
を
の
せ
て
も
ら
っ
て

喜
ぶ
三
歳
未
満
児
。
虫
を
図
鑑
で

調
べ
合
う
姿
。
こ
ん
な
情
景
が
あ

ち
こ
ち
で
見
ら
れ
る
ま
す
。

　

一
人
で
は
で
き
な
い
こ
と
が
、

仲
間
と
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
で
き
る
こ
と
を
知
り
ま
す
。

自
然
の
中
で
の
生
き
物
と
の
関
わ

り
が
深
ま
る
と
、
命
の
誕
生
か
ら

死
に
至
る
ま
で
を
体
験
し
、
弱
い

物
を
守
り
、
い
た
わ
ろ
う
と
す
る

気
持
ち
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
が
子
ど
も
と
し
て
生
活

す
る
姿
の
中
か
ら
、
今
ま
で
に
な

い
柔
軟
な
感
性
や
創
造
力
が
養
わ

れ
て
き
た
と
い
え
ま
す
。

反
省
を
忘
れ
ず

　

理
解
を
得
な
が
ら
前
進

　

心
の
開
放
に
は
、
十
分
力
を
注

い
で
き
ま
し
た
。
年
齢
に
応
じ
た

生
活
習
慣
や
個
々
へ
の
き
め
細
か

い
対
応
に
は
、
反
省
す
べ
き
点
も

い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

　

市
は
「
根
っ
こ
の
保
育
」
の
す

ば
ら
し
さ
を
、
市
民
の
み
な
さ
ん

に
深
く
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
、
さ
ら
に

前
進
で
き
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

さっきの虫、これじゃないの



特集根つこの保育

園児からの
メッセージ

　

自然の中で遊びを発見し、

それを広げ、さらに深めた子

どもたちは、心を安定させ、そ

の時々に自らの想いを表現し

ます。

神社で、死んでいるサギのひな鳥を見つけ

　　

「死んでいる。かわいそうやな

　　　　　　

お墓をつくってあげよう」

　　

「死んでも魂あるんや」

数日後、神社の木の土でサギが飛びかうのを

見て…

　　

「おとうさん鳥とおかあさん鳥、

　　　　　

子どもの鳥探してるんや」

絵（五歳児）

ま
っ
す
ぐ
に
伸
び
た
線
、
波
の
表
現
に
自
分

の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
相
対

す
る
か
の
よ
う
に
、
ピ
ン
ク
と
緑
の
ユ
ニ
ー

ク
な
形
が
、
楽
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。

造形

応援します「根つこの保育」

楽しみに

　

通園する長女

米村絹代さん

　

（日吉町）

　

今年の四月から、長女が北部保

育園に入りました。毎日、保育園

に行くのを楽しみにしており、日

曜日でもいきたがって困るほどで

す。私は、根っこの保育をしてい

ることを知り、通園が遠くなるの

を承知のうえで入園させました。

　

のびのびと子どもだけの世界を

満喫して帰ってくる長女には、ま

ったくストレスが感じられません

家庭で体験できないことをしてい

ただけるので感謝したいです。

父母との

　

話し合いを

福田喜代美さん

　　

（春日1）

　

三人の子どもが、春日保育園を

卒園しましたが、根っこの保育を

受けたのは、三番目でした。学校

に入学しても、のびのびと素直に

自分の気持ちを出していると先生

から言われます。自分の意志で遊

び、工夫するという保育がよかっ

たのではと思います。

　

保母と家庭とのコミュニケーシ

ョンを増やし、根っこの保育に対

する保護者の理解を、もっと深め

てほしいものです。

生き物に

　

深い興味を

馬道ますみさん

　　　

（矢）

　

あかね保育園に、次女がお世話

になっています。保母さんは、危

ないときしか口を出さず、じっと

見守っています。遊びもけんかも

自分達で解決しており、子ども同

志で育つ力を身につけていると思

います。根っこの保育でやりたい

ことをやって、自然な形で善悪を

理解しているようです。

　

家で遊ぶときも、生き物に対す

る興味が深まっており、とてもう

れしく思います。



9a例
市議会

一般会計

補正予算 7億7487万円を追加

当初からの累計額は136億6194万円に

　

第
こ
百
六
十
九
回
市
議
会
定
例

会
は
、
九
月
十
三
日
か
ら
十
こ
議

案
が
審
議
さ
れ
、
こ
十
四
日
に
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
、
七

億
七
千
四
百
八
十
万
円
余
り
を
追

加
。
当
初
か
ら
の
総
額
は
百
三
十

六
億
六
千
百
九
十
四
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
主
な
歳
出
は
次
の

と
お
り
で
す
。
（
★
は
新
規
事
業
）

総
務
費

★
顕
彰
事
業
補
助
：
：
七
百
万
円

　

名
誉
市
民
福
田
一
氏
の
顕
彰
会

　

事
業
補
助

民
生
費

●
精
神
障
害
者
社
会
復
帰
施
設
補

　

助
…
…
…
一
一
一
百
四
十
九
万
円

　
　

「
あ
け
ぼ
の
の
家
」
運
営
補
助

●
高
齢
者
保
健
福
祉
積
立
金
：
：

　

…
…
…
一
億
四
千
四
百
万
円

　

高
齢
者
の
在
宅
福
祉
な
ど
に
利

　

子
を
運
用

★
住
宅
改
造
事
業
補
助
…
…
…

　

…
…
…
…
四
百
八
十
万
円

　

介
護
が
必
要
な
老
人
用
住
宅
や

　

重
度
身
体
障
害
者
（
児
）
用
住

　

宅
の
改
造
補
助

衛
生
費

★
公
衆
浴
場
設
備
整
備
事
業
補
助

　

…
…
…
…
…
百
五
上
万
円

★
市
葬
斎
場
進
入
道
路
改
良
事
業

　

…
…
…
一
千
二
百
五
上
万
円

農
林
水
産
業
費

★
水
田
園
芸
実
践
事
業
補
助
：
：

　

…
…
七
千
八
百
七
十
四
万
円

　

水
田
園
芸
実
践
集
落
と
り
I
ダ

　

ー
育
成

●
特
用
林
産
む
ら
づ
く
り
事
業
補

　

助
…
…
…
一
一
一
百
七
十
八
万
円

　

し
い
た
け
生
産
の
拡
大
と
産
地

　

化
推
進

●
林
業
地
域
総
合
整
備
事
業
：
：

　

…
…
…
四
千
百
五
十
四
万
円

　

林
道
三
路
線
の
整
備
と
環
境
整

　

備
一
地
区

商
工
曹

★
「
ふ
れ
あ
い
産
直
市
」
出
展
事

　

業
…
…
…
…
百
二
十
九
万
円

　

大
阪
国
際
見
本
市
会
場
で
開
催

土
木
費

●
交
通
安
全
施
設
整
備
事
業
：
：

　

…
…
…
…
一
一
千
六
百
万
円

教
育
費

★
第
四
十
四
回
中
部
日
本
ス
キ
ー

　

大
会
補
助
…
…
…
一
一
百
万
円

●
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
管
理
運
営
基

　

金
積
立
金
…
…
…
…
一
億
円

お
座
敷
列
車
「
大
野
市
民
号
’

伊
勢
・
志
摩
ヘ
ー
泊
二
日
の
旅

受
付
は
1
0
月
1
2
日
か
ら

開
催
日
1
1
月
1
8
日
④
～
1
9
日

　

②
（
一
泊
こ
日
）

行
き
先
伊
勢
・
志
摩
方
面

集
合
午
前
8
時
4
0
分
ま
で
に

　

J
R
越
前
大
野
駅

対
象
1
8
歳
以
上
の
大
野
市
民

　
　

（
幼
児
の
同
伴
は
ご
遠
慮
く

　

だ
さ
い
）

定
員
先
着
1
6
0
人

費
用
一
人
3
万
8
0
0
0
円

助
成
一
人
7
0
0
0
円
限
度

申
込
方
法
所
定
の
申
込
用
紙

　

と
助
成
金
交
付
申
請
書
兼
請

　

求
書
に
参
加
費
用
を
添
え
て

　

提
出
。
提
出
の
際
、
印
鑑
と

　

助
成
金
振
込
先
の
通
帳
等
を

　

持
参

申
込
・
問
合
せ
先
市
役
所
生

　

活
環
境
課
（
豊
6
6
・
1
1
1

　

1
内
線
4
6
1
）

　

お
待
た
せ
し
ま
し
た
。
今
年

の
お
座
敷
列
車
「
大
野
市
民
号
’

は
、
伊
勢
・
志
摩
方
面
一
泊
一

日
の
旅
と
決
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
越
美
北
線
利

用
促
進
事
業
の
一
環
と
し
て
行

わ
れ
る
も
の
で
、
費
用
の
一
茲

を
市
が
助
成
し
ま
す
。
申
し
款

み
の
受
け
付
け
は
、
十
月
士

日
か
ら
開
始
し
ま
す
。

作
に
し
難
開
扉
難
訓
］

‥
‐
月
1
8
日
（
木
）

　

9
時
1
0
分
大
野
駅
発

　
　
　
　
　
　

（
お
座
敷
列
車
）

　

1
6
時
1
0
分
鳥
羽
着

‥
‥
月
1
9
日
（
金
）

　

8
時
1
0
分
宿
舎
発

　
　

バ
ス
で
こ
見
浦
、
伊
勢
神

　
　

宮
外
宮
・
内
宮
、
ミ
キ
モ

　
　

ト
真
珠
島
な
ど
見
学

　

1
3
時
5
9
分
鳥
羽
発

　
　
　
　
　
　

（
お
座
敷
列
車
）

　

2
1
時
3
5
分
大
野
駅
着

宿
舎
鳥
羽
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ

　

ル
（
豊
0
5
9
9
・
2
5
・
5

　

1
5
1
）



平
成
五
年
度
市
政
バ
ス

七
十
三
人
か
新
し
い
施
設
を
見
学

二
回
目
は
1
0
月
2
9
日
、
参
加
者
募
集
中

　

八
月
二
十
日
、
市
内
の
公
共
施

設
を
市
民
に
紹
介
す
る
「
市
政
バ

ス
」
に
、
七
十
三
人
の
市
民
が
参

加
。
御
清
水
会
館
や
内
山
家
、
エ

キ
サ
イ
ト
広
場
、
麻
那
姫
湖
周
辺

施
設
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
ら
は
、
完
成
し
た
ば
か

り
の
公
共
施
設
で
、
職
員
か
ら
の

説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。
秋
の
里
（
中
島
公
園
）
で

は
、
山
内
市
長
も
参
加
し
て
、
語

る
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
二
回
目
の
「
市
政
バ

ス
」
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

希
望
す
る
方
は
、
早
め
に
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

日
時
1
0
月
2
9
日
②
午
前
8
時

　

2
0
分
集
合

集
合
場
所
市
役
所
前
駐
車
場

コ
ー
ス
市
役
所
～
御
清
水
～
武

　

家
屋
敷
旧
内
山
家
～
奥
越
ふ
れ

　

あ
い
公
園
～
冬
の
里
（
エ
キ
サ

　

イ
ト
広
場
）
～
春
の
里
（
麻
那

　

姫
像
）
～
夏
の
里
（
若
生
子
大

　

橋
）
～
秋
の
里
（
中
島
公
園
）

　

～
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
～
市
役

　

所
（
午
後
4
時
3
0
分
着
）

対
象
団
体
行
動
に
支
障
の
な
い

　

市
民

定
員
先
着
1
0
0
人

参
加
費
無
料

応
募
方
法
は
が
き
に
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記

し
て
、
〒
9
1
2
大
野
市
天
神

町
1
1
1
市
役
所
秘
書
広
報
課

広
報
広
聴
係
ま
で
（
複
数
応
募

も
可
）
ま
た
は
各
公
民
館
で
も

申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。
電
話

で
の
申
し
込
み
は
（
豊
6
6
・
1

1
1
1
内
線
4
4
0
・
4
4
1
）

ま
で

締
切
1
0
月
2
2
日
②

そ
の
他
参
加
者
に
は
後
日
、
決

　

定
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す
の

　

で
、
当
日
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ

　

い
。
昼
食
は
主
催
者
で
用
意
。

　

雨
天
の
場
合
は
雨
具
も
持
参
。

▲熱心に見学する市政バス参加者

？中島公園で市長と語る会

マ
ナ
ー
守
り
有
効
利
用
を

野村博子な

（有明町・60歳）

　

エ
キ
サ
イ
ト
広
場
や
ふ
れ
あ

い
公
園
な
ど
、
立
派
な
施
設
が

数
多
く
完
成
し
て
い
る
こ
と
に

驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
麻
那
姫
湖

周
辺
も
見
事
に
整
備
さ
れ
、
行

政
の
力
が
奥
地
ま
で
生
か
さ
れ

て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
市
民
は
、
マ
ナ
ー
を

身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、
立
派

な
公
共
施
設
を
大
い
に
活
用
し
、

ふ
れ
あ
い
の
輪
を
広
げ
な
け
れ

ば
と
感
じ
ま
し
た
。

エキサイティング

スポーツ

情X報

第30回奥越駅伝競走大会

スタートは

　

奥越ふれあい公園

日
時
1
1
月
1
4
日
⑨
開
会
式
＝
午

　

前
1
0
時
出
走
＝
H
時

種
別
1
部
（
一
般
・
大
学
生
の

　

男
子
）
2
部
（
高
校
男
子
）
3

　

部
（
奥
越
管
内
の
職
場
）
4
部

　
　

二
般
…
高
校
の
女
子
）
5
部

　
　

（
中
学
男
子
）
6
部
（
中
学
女

　

子
）

コ
ー
ス
ー
・
2
部
＝
3
6
・
2
キ

　

ロ
（
ふ
れ
あ
い
公
園
～
蕨
生
・

　

7
区
）
3
～
6
部
＝
1
4
キ
ロ

　
　

（
ふ
れ
あ
い
公
園
～
阿
難
祖
・

　

5
区
）

参
加
費
選
手
一
人
1
0
0
円

締
切
1
1
月
1
日
⑥

申
込
・
問
合
せ
先
市
教
育
委
員

　

会
体
育
課
（
〒
9
1
2
大
野
市

　

天
神
町
I
I
I
（
豊
6
6
…
1
1

　

1
1
内
線
5
3
1
）
ま
で

・
市
民
体
カ
テ
ス
ト

日
時
1
0
月
1
5
日
面
午
後
7
時

　

～
9
時

会
場
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
ア
リ

　

ー
ナ

対
象
一
般
市
民
（
学
生
除
く
）

定
員
先
着
5
0
人

内
容
ジ
グ
ザ
グ
ド
リ
ブ
ル
・

　

急
歩
・
反
復
横
跳
び
・
垂
直

　

跳
び
・
握
力

準
備
物
運
動
の
で
き
る
服
装

　

内
ズ
ッ
ク

申
込
先
市
教
育
委
員
会
体
育

　

課
（
公
6
6
・
1
1
1
1
内
線

　

5
3
1
）

＊
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
や
ソ
フ

　

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
も
1
0

　

月
中
旬
ご
ろ
に
計
画
し
て
い

　

ま
す
。
詳
し
く
は
、
体
育
課

　

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。
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行
政
と
共
に
市
民
の
健
康
づ
く
り

健
康
診
査
の
P
R
や
取
り
ま
と
め
役

　

市
が
委
嘱
し
て
い
る
保
健
推
進
員
は
、
市
内
に
百
九
十

人
お
ら
れ
、
市
民
と
保
健
行
政
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
健
康
で
快
適
な
生
活
を
送
る
こ
と
は
、

私
た
ち
市
民
の
共
通
の
願
い
で
す
。
健
康
づ
く
り
に
関
す

る
情
報
提
供
や
検
診
の
手
伝
い
な
ど
、
保
健
推
進
員
の
役

割
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

保
健
推
進
貝
の
委
嘱
は
、
昭
和

六
十
こ
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
そ
れ
ま
で
は
、
母
子
保
健
推

進
貝
の
委
嘱
が
行
わ
れ
、
出
産
前

後
に
お
け
る
母
子
の
健
康
把
握
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
の
保
健
推
進
貝
は
、
各
行

政
区
ご
と
に
一
名
の
委
嘱
を
行
い
、

市
民
全
体
の
健
康
づ
く
り
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
主
な
仕
事
を
ご

紹
介
し
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
市
が
行
う
各
種
健
康
審
査
へ
の

　

受
診
を
呼
び
か
け
、
多
く
の
人

　

に
検
診
の
必
要
性
を
訴
え
る
。

②
検
診
を
受
け
た
後
、
結
果
説
明

　

会
へ
の
出
席
を
勧
め
る
。

③
検
診
会
場
で
は
身
長
や
体
重
を

　

測
定
し
た
り
、
名
簿
の
記
録
な

　

ど
の
作
業
を
手
伝
う
。

④
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
イ
ベ
ン

　

ト
や
講
演
会
な
ど
の
チ
ラ
シ
な

　

ど
を
配
布
し
、
参
加
を
呼
び
か

　

け
る
。

⑧
毎
月
二
月
ご
ろ
に
検
診
の
申
込

　

表
を
取
り
ま
と
め
、
保
健
セ
ン

　

ク
ー
ペ
報
告
す
る
。

⑥
担
当
地
区
内
の
乳
幼
児
や
寝
た

き
り
な
ど
の
情
報
を
報
告
し
た

り
、
健
康
に
関
す
る
悩
み
の
相

談
窓
口
に
な
る
。

区
民
自
ら
の
意
識
を
高
め

　
　

組
織
的
な
活
動
を
展
開

　

清
龍
地
区
で
長
年
に
わ
た
り
、

保
健
推
進
貝
を
務
め
る
福
田
豊
子

さ
ん
に
、
仕
事
ぶ
り
を
お
聞
き
し

ま
し
た
。

▼
日
ご
ろ

の
活
動
か

ら
、
保
健

推
進
貝
の

仕
事
を
ど

の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
か
：
：

今
年
で
六
年
目
に
な
り
ま
す
。
地

区
の
人
の
お
役
に
立
て
る
の
な
ら

と
思
い
、
推
進
員
に
な
り
ま
し
た
。

研
修
会
な
ど
で
得
た
情
報
を
伝
え

た
り
、
検
診
を
受
け
る
よ
う
I
声

か
け
た
り
し
て
、
地
区
の
人
と
親

し
み
を
持
ち
な
が
ら
が
ん
ば
っ
て

い
ま
す
。

▼
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
、
地
区

の
人
た
ち
に
ど
の
よ
う
に
ア
ピ
ー

ル
し
た
い
で
す
か
…
…
検
診
の

大
切
さ
や
健
康
づ
く
り
の
意
識
を

高
め
て
も
ら
う
に
は
、
自
分
だ
け

の
活
動
で
は
無
理
で
す
。
地
区
民

の
中
か
ら
意
識
が
盛
り
上
が
っ
て

組
織
的
な
つ
な
が
り
や
活
動
が
で

き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

健
康
に
関
心
の
な
い
方
は
い
な

い
と
思
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
が
氾
濫
し
て
い
ま
す
が
、
保
健

推
進
員
を
通
し
て
保
健
行
政
の
サ
ー

ビ
ス
を
活
用
し
、
健
康
づ
く
り
に

お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

中付受診検

　

－
一
ん

が体r宮子

　

子宮がんには、出口近くにできる

「頚がん」と、奥にできる「体がん」

の二種類があります。日本では頚がん

がほとんどですが、最近は「体がん」

が増える傾向にあります。

　

市では、次のとおり「体がん」検診

を実施しますので、希望者は早めにお

申し込みください、、

検診方法市が指定する医療機関で、

　　　　　

細胞摂取検査

対象閉経期前後の女性

手数料1700円

定員先着50人

締切10月29日面

申込先市保健センターまで電話

　　　　　

（豊65－7333）で

皆さんの健康づくりを後押しします・保健センター（容65－7333）



暮
ら
し
の

「
ア
吟
流
々
刄

コンピューターで

あなたの生活設計を診断

　

長
い
人
生
に
お
い
て
、
誰
も
が
願
う
こ
と
は
「
豊
か
で

安
定
し
た
生
活
を
送
り
た
い
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
今
考
え
て
い
る
生
活
設
計
で
、
将
来
あ
る
い

は
老
後
の
生
活
は
ど
う
な
る
か
を
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が

予
測
し
て
く
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
I
度
、
診
断
を
受
け
た
う
え

で
、
長
期
の
生
活
設
計
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

十
月
十
七
日
は
「
貯
蓄
の
日
」

で
す
。
老
後
を
迎
え
た
と
き
、
自

分
の
金
融
資
産
は
ど
れ
く
ら
い
に

な
る
の
か
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
を
知
っ
て
お
く
に
は
、
ま
ず

各
家
庭
の
夢
と
目
標
を
盛
り
込
ん

だ
、
長
期
の
生
活
設
計
を
立
て
る

こ
と
が
先
決
で
す
。
そ
の
う
え
で

設
計
に
沿
っ
た
暮
ら
し
を
営
む
こ

と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

生
活
設
計
の
適
否
を

　
　
　
　
　

総
合
的
に
判
断

　

日
本
銀
行
福
井
事
務
所
（
県
貯

蓄
推
進
委
員
会
事
務
局
）
に
は
、

生
活
譚
訂
の
診
断
か
1
る
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
個
人
や
家
庭

に
お
け
る
今
後
の
経
済
環
境
を
予

測
し
、
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

て
く
れ
ま
す
。

　

こ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る

生
活
設
計
診
断
で
は
、
所
定
の
用

紙
に
家
族
構
成
や
家
計
の
現
状
、

子
供
の
教
育
や
住
宅
・
車
の
購
入

な
ど
の
主
な
支
出
計
画
な
ど
を
記

入
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
人
力
す
る
と

二
・
三
分
で
診
断
結
果
が
出
力
さ

れ
、
生
活
設
計
の
適
否
が
総
合
的

に
判
定
さ
れ
ま
す
。

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
は
、
あ
ら

か
じ
め
消
費
者
物
価
の
動
向
や
賃

金
上
昇
率
、
住
宅
ロ
ー
ン
の
金
利

と
い
っ
た
最
新
の
経
済
デ
ー
タ
が

入
っ
て
い
る
ほ
か
、
不
明
確
な
デ
ー

タ
に
対
す
る
標
準
デ
ー
タ
も
用
意

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
か
ら
十
年
後
、
二
十
年
後
そ

し
て
老
後
と
、
自
分
の
将
来
を
見

つ
め
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

お
知
ら
せ

　

お
お
の
産
業
フ
ェ
ア
（
十
一

月
六
・
七
日
）
の
「
く
ら
し
の

コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
に
よ
る
生
活
設
計
診
断
が

無
料
で
行
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
県
貯
蓄
推
進
委

員
会
（
〒
9
1
0
福
井
市
順
化

1
1
1
1
1
日
本
銀
行
福
井
事

務
所
内
a
0
7
7
6
・
9
9
一
・
4

4
9
5
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

「
貯
蓄
の
日
L

　

十
月
十
七
日
は
古
来
、
新
穀

を
神
に
さ
さ
げ
て
感
謝
し
た
日

　

（
神
嘗
祭
）
に
あ
た
り
ま
す
。

勤
労
の
実
り
で
あ
る
新
穀
を
大

切
に
す
る
こ
と
が
、
貯
蓄
の
精

神
に
も
相
通
づ
る
こ
と
か
ら

　

「
貯
蓄
の
日
」
と
定
め
ら
れ
ま

し
た
。

消費生活に関するご相談は消曹者相談センターへ・豊66－川1内線463 ｜り｜¬T樟所伴活
環境課内．jl
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ペー汐

一
こ
の
「
ぺ
1
ジ
L
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
）今月のスナップ

ニホンカモシカがミニ動物園に
（六呂師・円山公園）

＜Iるー・39登場 劇団「たんぽぽ」

手
作
り
劇
で
子
ど
も
に
童
話
の
世
界
容

　

毎
年
、
市
教
育
委
員
会
が
主
催

す
る
「
大
野
市
こ
ど
も
劇
場
」
に

出
演
し
て
い
る
劇
団
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
。

今
年
も
九
月
十
九
日
に
「
ね
ず
み

の
よ
め
い
り
」
と
「
う
ら
し
ま
た

ろ
う
」
な
ど
を
演
じ
ま
し
た
。

　

当
初
は
、
大
野
の
民
話
を
題
材

に
し
た
劇
を
、
一
般
向
け
に
演
じ

て
い
ま
し
た
。
六
年
前
に
市
の
依

頼
を
受
け
て
、
子
ど
も
向
け
の
童

話
劇
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
。

　

「
た
ん
ぽ
ぽ
」
と
い
う
劇
団
名
を

つ
け
た
そ
う
で
す
。

　

団
員
は
四
十
数
名
で
、
全
員
女

性
。
平
均
年
齢
は
四
十
五
歳
位
だ

そ
う
で
す
が
、
舞
台
で
の
演
技
を

見
た
限
り
で
は
三
十
歳
代
に
し
か

見
え
ま
せ
ん
。
子
供
も
十
五
人
ほ

ど
活
動
し
て
い
る
ほ
か
、
舞
台
道

具
や
衣
装
の
製
作
な
ど
を
手
伝
っ

て
く
れ
る
団
員
の
夫
や
有
志
の
方

も
い
る
そ
う
で
す
。

　

劇
の
脚
本
な
ど
は
、
全
員
で
話

し
合
っ
て
決
め
て
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
に
、
童
話
の
世
界
を
分
か

り
や
す
く
紹
介
し
、
夢
を
与
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と
心
掛
け

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

練
習
は
、
公
民
館
や
市

民
会
館
、
有
終
会
館
で
し

ま
す
が
「
主
婦
業
や
勤
め

の
関
係
で
、
そ
ろ
っ
て
練

習
で
き
な
い
の
が
悩
み
で

す
。
で
も
団
貝
の
な
か
に

は
、
思
わ
ぬ
才
能
を
持
つ

人
が
い
て
驚
か
さ
れ
る
ん

で
す
よ
。
み
ん
な
劇
に
関

心
を
も
ち
、
子
ど
も
た
ち

の
喜
ぶ
顔
を
見
た
い
た
め

に
が
ん
ば
っ
て
い
る
よ
う

な
も
ん
で
す
」
と
話
す
リ
ー

ダ
ー
の
金
森
澄
子
さ
ん

　

（
中
野
）
。

　

取
材
に
訪
れ
た
日
は
、

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
の
舞

台
で
、
子
ど
も
の
踊
り
や

劇
の
練
習
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

衣
装
や
舞
台
道
具
は
、
手
作
り
と

は
思
え
な
い
ほ
ど
見
事
な
出
来
映

え
で
し
た
。

　

劇
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
金
森

さ
ん
（
豊
6
5
・
2
3
6
7
）
ま
で

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

1JSi。！iig
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手
話
の
全
国
大
会
で
二
位

将
来
は
福
祉
の
道
を

　
　

「
第
十
回
全
国
高
校
生
・
大

学
生
の
手
話
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ

コ
ン
テ
ス
ト
」
の
高
校
生
の
部

で
、
大
野
束
高
校
福
祉
教
養
科

三
年
の
大
野
留
美
さ
ん
（
春
日

一
丁
目
）
が
こ
位
に
入
賞
し
ま

し
た
。

　

大
会
は
、
八
月
二
十
九
日
に

東
京
で
行
わ
れ
、
高
校
生
の
部
に

は
上
三
人
が
挑
戦
。
い
ず
れ
も
一

次
審
査
で
の
作
文
、
こ
次
審
査
の

課
題
文
に
よ
る
手
話
で
、
全
国
か

ら
選
ば
れ
た
人
ば
か
り
で
す
。

　

手
話
の
指
文
字
を
習
っ
た
の
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
開
設
し
た
ば

か
り
の
大
野
東
高
校
福
祉
教
養
科

に
進
み
ま
し
た
。
学
校
の
実
習
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
で
、
障
害
者
と

接
す
る
よ
う
に
な
り
、
手
話
サ
ー

ク
ル
「
名
水
」
で
本
格
的
な
手
話

を
始
め
た
そ
う
で
す
。

　

大
会
に
は
「
こ
れ
か
ら
の
私
」

の
題
で
挑
み
ま
し
た
。
緊
張
し
ハ

と
い
う
大
野
さ
ん
は
、
「
と
に
か
ぐ

一
つ
の
手
話
を
正
し
く
、
て
い
払

い
に
、
顔
と
体
で
表
現
す
る
こ
ｙ

だ
け
を
考
え
ま
し
た
。
入
賞
し
か

瞬
間
は
、
と
て
も
信
じ
ら
れ
ま
心

ん
で
し
た
ね
。
同
席
し
た
両
親
や

中
村
先
生
も
と
て
も
喜
ん
で
く
幻

ま
し
た
」
と
そ
の
時
の
隊
子
を
ヽ
つ

れ
し
そ
う
に
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

高
校
卒
業
後
は
、
就

職
を
希
望
し
て
お
り
、

で
き
れ
ば
福
祉
関
係
の

仕
事
に
就
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。
大

野
さ
ん
の
手
話
が
、
イ

ベ
ン
ト
会
場
な
ど
で
見

ら
れ
る
日
も
、
そ
う
遠

く
で
は
な
さ
そ
う
で
す
。

大野留羊4z

（大野束高校3年）
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自
転
車
か
通
る
歩
道
、
段
差
を
最
小
限
に

Q

　

私
は
よ
く
自
転
車

を
利
用
す
る
た
め
、

歩
道
な
ど
を
通
行
し

ま
す
。
先
日
も
国
道
一
五
七
号
線

の
歩
道
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
修
復
を

土
木
事
務
所
に
申
し
入
れ
ま
し
た

が
、
迅
速
に
対
応
し
て
い
た
だ
き

感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

市
街
地
で
も
、
歩
道
に
段
差
が

あ
る
な
ど
補
修
が
必
要
な
と
こ
ろ

が
何
力
所
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
春
日
通
り
か

ら
大
野
保
健
所
前
の
通
り
の
北
側

や
横
町
通
り
と
五
番
通
り
の
T
字

路
周
辺
で
す
。

　

高
齢
者
に
は
、
こ
う
し
た
段
差

は
大
き
な
障
害
に
な
り
、
転
倒
す

る
こ
と
に
も
な
り
危
険
で
す
。
完

全
な
補
修
は
な
か
な
か
困
難
で
し
ょ

う
が
、
で
き
る
だ
け
路
面
は
均
一

に
な
る
よ
う
に
お
願
い
し
た
い
の

で
す
が
。

　
　

（
出
村
清
・
7
5
歳
・
中
据
）

A

　

道
路
や
水
路
な
ど

の
改
修
工
事
に
伴
う

埋
め
戻
し
作
業
に
つ

い
て
は
、
十
分
な
締
め
固
め
を
行

う
よ
う
施
工
業
者
に
指
導
し
て
い

ま
す
。
工
事
終
了
後
、
月
日
が
経

過
す
る
う
ち
に
、
ど
う
し
て
も
そ

の
一
部
は
、
舗
装
が
沈
下
す
る
箇

所
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
た

め
、
道
路
を
横
断
す
る
暗
渠
の
構

造
物
と
の
段
差
、
歩
道
や
車
道
沿

い
の
側
溝
ふ
た
の
破
損
な
ど
に
つ

い
て
は
、
安
全
確
保
の
た
め
の
道

路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
危
険
箇
所
に
つ
い
て
は
、
速

や
か
に
適
切
な
処
置
を
取
り
、
通

行
者
の
安
全
確
保
に
努
め
て
お
り

ま
す
0

　

こ
の
た
び
、
ご
指
摘
の
あ
り
ま

し
た
箇
所
に
つ
き
ま
し
て
も
、
早

急
に
現
地
確
認
を
行
い
、
最
善
の

対
応
策
を
検
討
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
　
　

（
建
設
課
長
谷
内
俊
栄
）

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意

見
な
ど
を
、
八
ガ
キ
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く

だ
さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で

す
が
、
住
所
・
氏
名
の
な
い
も

の
は
採
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
墨
9
1
2
大
野
市

天
神
町
一
－
一
市
役
所
秘
書

広
報
課
広
報
広
聴
係
」
で
す
。

W鴫階

地
域
に
密
着
し
た
駐
在
所
だ
よ
り
を
発
行

加
藤
美
代
治
2
（
裂
．
右
境
郎
）

　

今
年
の
四
月
か
ら
、
稲
郷
駐
在

所
に
赴
任
し
た
加
藤
美
代
治
さ
ん

は
、
ユ
ニ
ー
ク
な
駐
在
所
だ
よ
り

　

「
あ
ま
ご
」
を
発
行
し
、
住
民
に

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

加
藤
さ
ん
は
、
十
五
年
前
に
駐

在
所
に
勤
務
し
て
以
来
、
ず
っ
と

機
関
紙
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
県

警
察
本
部
主
催
の
コ
ン
ク
ー
ル
で

は
、
5
回
余
り
最
優
秀
賞
に
輝
い

て
お
り
、
全
国
大
会
で
は
警
察
庁

外
勤
課
長
賞
も
受
賞
し
ま
し
た
。

　

機
関
紙
は
、
約
百
五
十
部
ほ
ど

作
成
し
、
各
地
区
の
班
長
さ
ん
を

通
じ
て
回
覧
さ
れ
ま
す
。
最
近
は

ワ
ー
プ
ロ
を
購
人
し
、
読
み
や
す

く
て
変
化
に
と
ん
だ
レ
イ
ア
ウ
ト

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

仕
事
の
合
間
を
ぬ
っ
て
発
行
す

る
加
藤
さ
ん
は
、
「
地
域
の
人
と
顔

馴
染
み
に
な
る
た
め
に
、
機
関
紙

を
発
行
し
て
い
る
ん
で
す
。
巡
回

中
に
、
一
人
暮
ら
し
の
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
た
ち
か
ら
、
楽
し
み
に
読
ん
で

ま
す
よ
と
言
わ
れ
る
と
う
れ
し
い

で
す
ね
」
と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し

た
。

　

機
関
紙
の
発
行
で
気
を
つ
け
て

い
る
こ
と
は
、
地
域
の
話
題
を
豊

富
に
取
り
入
れ
る
こ
と
、
専
門
用

語
を
使
わ
な
い
こ
と
、
イ
ラ
ス
ト

や
変
化
の
あ
る
み
だ
し
を
つ
け
る

こ
と
だ
そ
う
で
す
。
加
藤
さ
ん
の

次
の
挑
戦
は
、
写
真
入
り
の
機
関

紙
で
す
。
地
域
の
み
な
さ
ん
、
お

楽
し
み
に
。

ボ
知
ら
せ

・
ほ
く
で
ん
「
手
芸
教
室
L

　

部
屋
の
イ
ン
テ
リ
ア
な
ど
に
、

自
然
で
素
敵
な
コ
ッ
ト
ン
の
「
モ

ザ
イ
ク
ア
ー
ト
」
を
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
だ
れ
に
で
も
簡
単
に
作

れ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

日
時
1
0
月
1
7
日
⑥
午
後
1
時

会
場
大
野
有
終
会
館

定
員
先
着
2
0
人

参
加
費
1
0
0
0
円

申
込
先
北
陸
電
力
大
野
営
業
所

　
　

（
6
6
・
4
4
7
7
）
の
両
坂
ま

　

で
電
話
で

・
「
大
野
好
酒
連
L
発
足

　
　

広
く
会
員
を
募
集
中

　
　

「
日
本
酒
の
日
」
の
1
0
月
1
日

に
、
「
大
野
好
酒
連
」
が
設
立
さ
れ

ま
す
。

　

同
会
は
、
健
康
で
楽
し
い
日
本

酒
の
飲
み
方
を
探
求
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
も
の
で
、
今
年
は
検

定
酒
会
、
蔵
元
見
学
会
、
利
き
酒

会
な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

年
会
費
は
一
万
円
程
度
で
成
人
な

ら
誰
で
も
会
貝
に
な
れ
ま
す
。

　

入
会
申
し
込
み
や
問
い
合
わ
せ

は
、
平
鍋
金
一
さ
ん
（
春
日
2
1

1
4
1
1
8
豊
6
6
・
1
1
5
1
）
ま
で

ど
う
ぞ
。



創立5周年を記念し

盛大に童謡フェスティバル

　　

8月29日、「童謡の流れるまち大野」

を愛する会が創立5周年を記念し、童

謡フェスティバルを盛大に開催しまし

た。創作童謡歌詞コンクールの表彰が

行われた後、各地の合唱団が美しい歌

声を披露。市民会館大ホールに詰めか

けた会貝や市民も、童謡の世界に酔い

しれていました。フィナーレは全員で

「翼をください」を合唱しました。

秘書広報課広報広聴係豊66－1111

小型ポンプや消火器で

正確にすぱやく消火

　

自衛消防クラブ繰法大会が8月29日、

市民グラウンドで開かれました。小型

ポンプ車や消火器での消火作業が、正

確に早くできるかを競うもので、地域

や事業所などから17クラブが出場しま

した。大会に先立ち、10月6日の全国

大会に出場する七板婦人消防隊が、日

ごろの練習の成果を披露し、大きな拍

手を浴びていました。

北
陸
の
勤
労
青
少
年
が
、
六
呂
師
で
友
情
の
輪

　

第
十
八
回
北
陸
地
区
勤
労
青
少
年
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
大
会
が
J
8
月
2
1
日
か
ら

奥
越
青
少
年
の
森
で
開
幕
。
北
陸
三
県
か
ら
約
こ
百
人
の
若
者
や
指
導
者
が
参

加
し
ま
し
た
。
同
大
会
は
、
野
外
活
動
を
通
じ
て
友
情
と
連
帯
を
深
め
る
も
の

で
、
大
野
市
で
の
開
催
は
今
回
が
初
め
て
。
参
加
者
ら
は
、
ユ
ニ
ー
ク
な
ゲ
ー

ム
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
散
し
て
い
ま
し
た
。

台風や豪雨に備え

山林災害パトロール

　

奥
越
地
区
土
砂
・
な
だ
れ
災
害
予

防
対
策
連
絡
協
議
会
は
9
月
3
日
、

山
林
の
災
害
危
険
地
域
5
ヵ
所
（
大

野
・
和
泉
）
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
ま
し

た
。
今
年
は
、
例
年
に
な
い
長
雨
が

続
き
、
戦
後
最
大
級
の
台
風
1
3
号
が

接
近
し
て
い
る
と
あ
っ
て
、
参
加
者

ら
は
緊
張
し
た
面
も
ち
。
現
場
で
は
、

図
面
と
照
ら
せ
合
わ
せ
な
が
ら
、
非

常
事
態
に
備
え
て
の
復
旧
作
業
な
ど

も
検
討
し
て
い
ま
し
た
。

クイズを解きながら散策

「亀山たんけん隊」

　

青
年
会
議
所
主
催
の
「
亀
山
た
ん

け
ん
隊
」
が
8
月
2
9
日
に
開
か
れ
、

親
子
連
れ
な
ど
約
1
8
0
人
が
挑
戦

し
ま
し
た
。
有
終
会
館
か
ら
大
野
城

ま
で
4
キ
ロ
の
コ
ー
ス
に
は
、
亀
山

周
辺
に
関
す
る
2
5
問
の
ク
イ
ズ
が
設

定
さ
れ
、
成
績
優
秀
者
に
は
賞
品
が

授
与
さ
れ
る
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
企

画
。
参
加
者
は
ク
イ
ズ
を
見
つ
け
る

た
び
に
、
相
談
し
た
り
、
案
内
板
を

読
ん
だ
り
し
て
い
ま
し
た
。

回脱回思Ｓ



包遇（恥包湯
「
末
永
く
お
元
気
で
」
と
市
長
が
高
齢
者
を
慰
問

　

敬
老
の
日
を
前
に
、
市
長
ら
が
高
齢
者
を
慰
問
。
今
年
訪
問
し
た
の
は
、
8
8

歳
7
9
人
と
9
5
歳
い
1
1
一
人
、
9
9
歳
2
人
の
計
9
2
人
。
山
内
市
長
か
ら
「
長
寿
は
そ
の

家
の
宝
で
す
」
と
激
励
さ
れ
た
川
端
た
め
さ
ん
（
8
8
歳
・
小
矢
戸
）
は
、
「
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
元
気
な
声
で
応
対
。
記
念
の
額
と
電
気
毛
布
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
に
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

有終西小4年2組で

　

『ごみサミット』開催

　

9
月
1
3
日
、
保
健
所
と
有
終
西
小

学
校
4
年
2
組
の
児
童
が
「
ご
み
サ

ミ
ッ
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
環
境

衛
生
週
間
に
ち
な
み
、
保
健
所
が
ご

み
の
実
態
を
と
提
案
し
、
児
童
ら
が

夏
休
み
に
調
査
を
進
め
ま
し
た
。
ご

み
増
加
の
原
因
や
減
量
対
策
な
ど
を
、

O
H
P
（
投
影
機
）
や
グ
ラ
フ
な
ど

を
使
っ
て
報
告
。
自
分
で
で
き
る
減

址
を
、
ま
ず
実
践
す
る
と
い
う
意
見

が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

留学生や研修生と

　

六呂師で国際テント村

　

大
野
に
‐
年
会
議
所
主
催
の
国
際
テ

ン
ト
村
が
9
月
‥
H
・
1
2
日
、
奥
越
青

少
年
の
森
で
開
か
れ
ま
し
た
。
県
内

に
住
む
外
国
人
研
修
生
や
留
学
生
7
5

人
と
一
般
市
民
、
青
年
会
議
所
の
メ

ン
バ
ー
4
5
人
が
参
加
。
夜
の
つ
ど
い

で
は
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
翌
日

は
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
と
ば
の
壁
は
、
‐
本
語
が
話
せ
る

留
学
生
な
ど
が
、
通
訳
を
兼
ね
て
い

ま
し
た
。

お地蔵様の復活祝い

　

23年ぶりにお祭り

　

石灯龍地蔵尊祭りが9月4日、23年

ぶりに復活しました。昨夏、地蔵尊が

亀山から里帰りしたのを機に、住民や

郷土史家が祭礼も行おうと働きかけて

きました。法要や大正琴、舞踊、太鼓

は、台風の余波で人出もまばらでした

が、午後のもちまきには大勢の市民が

つめかけ、紅自のもちを競って拾いま

した。

二二二l‾・＊rr－T’｝i・●

大高野球部の室内練習場

グラウンドのー角に完成

　

大野高校野球部の室内練習場が完成。

9月12日、関係者や部貝らが集まって

落成式が行われました。練習場は甲子

園出場の際、市民からの寄付金をもと

に、後援会が4，542万円で建設。鉄骨

平屋建て749平方≒で、守備や打撃、

投球練習ができる本格的な練習場。ネッ

ト裏では、早くも甲子園再出場を期待

する声があかっていました。



お
知
ら
せ

10月

●
市
民
会
館
の
予
約
申
込

　

平
成
6
年
度
（
平
成
6
年
4
月

1
日
～
平
成
7
年
3
月
3
1
日
）
に
、

市
民
会
館
を
利
用
す
る
方
の
予
約

を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

電
話
で
の
予
約
な
ど
は
い
っ
さ
い

応
じ
ま
せ
ん
。
直
接
、
市
民
会
館

ま
で
印
鑑
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ

さ
い
。
（
休
館
日
に
注
意
）

受
付
開
始
1
0
月
1
4
日
④
午
前

　

8
時
3
0
分
よ
り

休
館
日
毎
週
月
曜
日
、
国
民
の

　

祝
日
の
翌
日
、
年
末
年
始

●
県
政
バ
ス
教
室

　
　
　
　
　
　

（
産
業
号
）

日
時
1
0
月
2
7
日
④
午
前
8
時

　

3
0
分
に
J
R
大
野
駅
出
発

コ
ー
ス
J
R
大
野
駅
～
工
業
技

　

術
セ
ン
タ
ー
～
テ
ク
ノ
ポ
ー
ト

　

福
井
（
昼
食
）
～
福
井
石
油
備

　

蓄
～
畜
産
試
験
場
～
大
野
着

　
　

（
午
後
5
時
）

参
加
費
無
料

対
象
1
6
歳
以
上
で
団
体
行
動
に

　

支
障
の
な
い
人

定
員
先
着
5
2
人

持
ち
物
昼
食
・
水
筒
・
筆
記
用

　

具
（
参
加
者
は
軽
装
で
）

申
込
方
法
一
人
1
枚
の
往
復
は

　

が
き
に
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

　

電
話
番
号
・
出
発
地
・
出
発
日

　

を
明
記
し
、
〒
9
1
0
福
井
市

　

大
手
3
丁
目
1
7
1
1
県
庁
広
報

　

課
県
民
相
談
室
ま
で

●
大
野
准
看
護
学
院
の

　

入
学
生
募
集

　

あ
な
た
も
准
看
護
婦
（
士
）
を

目
指
し
ま
せ
ん
か
。
大
野
准
看
護

学
院
で
は
、
次
の
と
お
り
入
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

人
員
男
女
あ
わ
せ
て
1
5
人

資
格
中
学
卒
業
以
上

入
学
試
験
第
1
次
＝
1
0
月
2
0
日

　

④
午
前
9
時
第
2
次
＝
1
2
月

　

3
日
②
午
前
9
時

試
躾
科
―
国
諸
・
理
科
（
生
物
）
・

　

面
接

修
業
年
数
2
年

申
込
先
大
野
准
看
護
学
院
（
篠

　

座
1
1
7
－
6
1
1
豊
6
6
・

　

4
6
7
1
）

＊
受
験
手
続
き
や
履
修
方
法
な
ど

　

詳
し
い
こ
と
は
、
大
野
看
護
学

院
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
1
0
月
は

　

労
働
保
険
適
用
促
進
月
間

　

労
働
保
険
（
雇
用
・
労
災
）
は

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い

る
事
業
主
な
ら
必
ず
加
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

県
と
福
井
労
働
基
準
局
で
は
、
1
0

月
を
「
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間
」

と
定
め
、
未
加
入
の
事
業
所
に
対

し
、
早
期
加
入
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
加
入
に
つ
い
て
は
、
事
業
主

に
代
わ
っ
て
事
務
手
続
き
を
行
う
、

労
働
保
険
事
務
組
合
の
事
務
委
託

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

労
働
保
険
制
度
の
詳
し
い
内
容

に
つ
い
て
は
、
六
ロ
ー
ワ
ー
ク
大

野
（
公
共
職
業
安
定
所
容
6
6
・
2

4
0
8
）
ま
た
は
大
野
労
働
基
準

監
督
署
（
豊
6
6
・
3
8
3
8
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
里
親
を
求
め
て
い
ま
す

　
　

「
里
親
制
度
」
は
、
家
庭
的
に

恵
ま
れ
な
い
子
供
を
、
有
志
の
方

に
預
か
っ
て
い
た
だ
き
、
温
か
い

家
庭
の
中
で
育
て
て
い
た
だ
く
制

度
で
す
。
県
で
は
、
里
親
に
な
っ

て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
県
中
央
児
童

相
談
所
（
容
0
7
7
6
・
2
4
・
5

1
3
8
）
ま
た
は
市
福
祉
事
務
所

家
庭
児
童
相
談
員
（
容
6
6
・
1
1

I
I
内
線
4
7
7
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
難
病
等
特
別
見
舞
金

　

申
請
は
1
1
月
5
日
ま
で

　

難
病
の
治
療
を
継
続
さ
れ
て
い

る
方
に
、
特
別
見
舞
金
が
交
付
さ

れ
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方
は
、
期

日
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者
1
年
以
上
市
内
に
住
み

　

6
ヵ
月
以
上
入
院
や
通
院
で
治

　

療
を
継
続
し
て
い
る
人

締
切
日
1
1
月
5
日
③

申
請
先
市
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
対
象
疾
患
名
な
ど
詳
し
く
は
、

　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
豊
6
5
・
7
3

3
3
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
事
故
や
金
銭
問
題
な
ど

　

無
料
で
調
停
相
談

日
時
1
0
月
1
4
日
④
午
前
1
0
時
～

　

午
後
4
時

会
場
大
野
有
終
会
館

相
談
員
調
停
委
員
7
人
、
裁
判

　

所
職
員
2
人

相
談
内
容
交
通
事
故
や
土
地
建

　

物
、
金
銭
、
取
引
、
家
庭
な
ど

　

の
問
題

問
合
せ
先
大
野
調
停
協
会
（
大

　

野
簡
易
裁
判
所
内
容
6
6
・
2
1

　

2
0
）
ま
で

一交通

安全

！
｀
・
ツ
タ

’
・
？
i
卜

見
え
に
く
い
夜
は

危
険
が
い
っ
ぱ
い

　

今
か
ら
少
し
ず
つ
、
日
が
暮

れ
る
の
が
早
く
な
っ
て
い
き
ま

す
。
薄
暮
時
や
夜
間
は
暗
い
の

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ド
ラ
イ
バ
ー

や
歩
行
者
は
、
昼
間
と
あ
ま
り

変
わ
ら
な
い
行
動
を
し
が
ち
で

す
。
つ
ま
り
「
見
え
て
い
る
つ

も
り
」
「
見
ら
れ
て
い
る
つ
も

り
」
が
、
事
故
を
招
く
大
き
な

原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

夜
間
は
昼
間
以
上
に
、
次
の

点
を
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

★
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
直
進
時
に

右
か
ら
横
断
し
て
く
る
歩
行
者

や
自
転
車
を
は
ね
る
ヶ
I
ス
が

多
い
よ
う
で
す
。
走
行
中
は
、

や
や
中
央
よ
り
に
進
路
を
と
り
、

ラ
イ
ト
が
届
く
距
離
内
で
止
ま

れ
る
速
度
で
運
転
し
て
く
だ
さ

い
。
照
射
外
の
安
全
に
は
、
常

に
注
意
を
払
い
ま
す
。

★
自
転
車
利
用
者
は
、
ラ
イ
ト

を
早
め
に
点
灯
し
、
車
の
ド
ラ

イ
バ
ー
か
ら
発
見
さ
れ
や
す
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

★
歩
行
者
は
、
明
る
い
色
の
服

装
や
反
射
材
な
ど
を
、
身
に
つ

け
る
よ
う
に
心
が
け
て
く
だ
さ

い
。
道
路
を
横
断
の
際
は
、
車

が
通
り
過
ぎ
て
か
ら
渡
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。



●INFORMATION

…
独
身
男
性
対
象
に

　
　

「
花
婿
講
座
」
を
開
催

　

下
庄
公
民
館
で
は
、
将
来
の
す

て
き
な
ヤ
ン
グ
ー
パ
パ
に
な
る
た

め
の
「
花
婿
講
座
」
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

対
象
3
0
歳
未
満
の
独
身
男
性

会
場
下
庄
公
民
館

受
講
料
3
0
0
0
円
（
料
理
の

　

材
料
費
な
ど
）

内
容
？
料
理
教
室
（
1
0
月
3
0
日

　

①
午
後
7
時
・
1
2
月
1
2
日
⑥
午

後
3
時
・
2
月
1
3
日
2
午
後
3

時
）
？
雪
囲
い
講
習
会
言
1
1
月

1
4
日
⑥
午
前
1
0
時
）
▼
子
育
て

講
習
会
（
1
月
1
4
日
②
）
▼
エ

イ
ズ
講
習
会
（
3
月
の
予
定
）

・
契
約
や
遺
言
は

　
　

安
全
な
公
正
証
書
で

　

公
証
役
場
は
、
裁
判
官
や
検
事

法
務
局
長
な
ど
を
務
め
た
法
律
家

の
中
か
ら
、
法
務
大
臣
が
任
命
し

た
国
の
機
関
で
す
。

　

公
正
証
書
は
、
公
証
人
が
法
律

に
従
っ
て
作
成
し
た
、
公
正
で
証

拠
と
し
て
最
も
確
実
な
証
書
で
す
。

後
日
の
ト
ラ
ブ
ル
予
防
に
も
役
立

ち
、
当
事
者
双
方
に
と
っ
て
も
安

心
な
証
書
で
す
。
特
に
、
遺
産
相

続
の
た
め
の
遺
言
公
正
証
書
作
成

手
続
き
、
新
し
い
惜
地
借
家
法
に

よ
る
各
種
土
地
賃
貸
借
契
約
な
ど

に
関
す
る
公
正
証
書
作
成
手
続
き

に
お
勧
め
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
福
井
公
証
人
合
同

役
場
（
福
井
市
中
央
3
1
1
1
1
4

三
谷
ビ
ル
別
館
3
階
豊
0
7
7
6
・

9
9
一
・
1
5
8
4
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

…
市
総
合
文
化
祭

　
　

展
示
作
品
を
募
集
中

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
1
1
一
月
1

日
か
ら
3
日
ま
で
開
か
れ
る
市
総

合
文
化
祭
の
展
示
作
品
を
広
く
募

集
し
て
い
ま
す
。

募
集
作
品
洋
画
・
日
本
画
・
書

　

道
・
工
芸
・
そ
の
他
（
規
格
は

　

自
由
）

申
込
方
法
1
0
月
1
5
日
ま
で
に
市

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
に
備

　

え
付
け
の
申
込
用
紙
で
応
募

・
行
政
へ
の
要
望
や
苦
情
は

　

行
政
相
談
委
員
へ

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
役
所

や
公
団
な
ど
が
行
っ
て
い
る
仕
事

に
対
し
て
、
苦
情
や
意
見
、
要
望

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

毎
月
、
第
1
と
第
3
木
曜
日
に

行
政
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

「
広
報
お
お
の
」
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー

の
定
例
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

大
野
市
の
行
政
相
談
委
員
は
、

次
の
方
々
で
す
。

吉
田
と
み
子
本
町
3
－
I

三
宅
嵩
天
神
町
7
－
4

・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
　
　

出
店
者
を
募
集
中

　
　

「
下
庄
ま
っ
り
」
の
一
環
と
し

て
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
コ
ー

ナ
ー
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

　

家
庭
な
ど
に
眠
っ
て
い
る
不
要

品
を
、
必
要
と
し
て
い
る
人
に
安

価
で
販
売
す
る
と
い
う
リ
サ
イ
ク

ル
運
動
の
一
つ
で
す
。
出
店
方
法

は
次
の
と
お
り
で
す
。

販
売
方
法
主
催
者
が
用
意
し
た

　

テ
ン
ト
内
に
品
物
を
持
参
し
、

　

各
自
で
値
段
を
つ
け
て
販
売

売
値
の
目
安
？
入
手
1
年
以
内

　

で
未
使
用
＝
価
格
の
3
分
の
1

　

？
入
手
1
年
以
内
で
使
用
済
み

　

＝
価
格
の
4
分
の
I
以
下
▼
そ

　

の
他
＝
5
分
の
1
以
下

販
売
で
き
な
い
品
物
故
障
品
、

　

生
き
物
、
盗
品
、
酒
、
た
ば
こ

　

化
粧
品

申
込
方
法
1
0
月
1
8
日
ま
で
に
出

　

店
料
2
0
0
円
を
添
え
て
下
庄

　

公
民
館
ま
で

出
店
日
時
1
0
月
2
4
日
⑥
午
前
9

　

時
～
午
後
3
時

問
合
せ
先
下
庄
ま
つ
り
実
行
委

貝
会
事
務
局
（
下
庄
公
民
館
豊

6
6
・
2
1
4
2
）
ま
で

・
第
9
回
奥
越
産
業
フ
ェ
ア

　
　
　
　

1
0
月
9
日
～
1
0
日

日
時
1
0
月
9
日
①
…
1
0
日
⑧
午

　

前
1
0
時
～
午
後
5
時

会
場
奥
越
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー

　
　

（
勝
山
大
仏
前
）

内
容
▼
地
場
産
業
総
合
展
示
、

　

特
産
品
即
売
会
、
山
草
展
示
会

　
　

（
2
日
間
）
？
食
と
文
化
の
交

　

流
－
ア
ジ
ア
家
庭
料
理
の
実
演
・

　

試
食
会
・
原
価
販
売
、
ア
ジ
ア

　

民
芸
品
販
売
会
（
2
日
間
午
前

　

H
時
～
午
後
2
時
）
▼
フ
ァ
ッ

　

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
（
1
0
日
午
前
H

　

時
～
午
後
1
時
）
▼
天
地
総
子

　

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
（
1
0
日
午
後
3

　

時
）
▼
一
日
保
健
所
健
康
サ
ー

　

ビ
ス
デ
ー
ー
基
本
検
診
、
腹
部

　

エ
コ
ー
、
健
康
相
談
（
1
0
日
）

「はい！年金」受ける備えは20歳がら

10月は「国民年金制度推進月間」

　

国民年金は、「世代と世代の支え

合い」と言われています。若い世

代が保険料を負担することにより、

その時代のお年寄りの生活を支え、

自分たちが年をとった時には次の

若い世代に支えられるというしく

みで成り立つ制度です。

このため、国内に住んでいる20歳

以±60歳未満の方は学生さんも含

め、必ず国民年金に加入すること

になっています。

　

10月は、『国民年金制度推進月

間』です。皆さんも、この機会に

国民年金の目的やしくみについて、

またご自身やご家族の方の年金に

ついても見直してみてはいかがで

しょうか。

…年金の無料相談

　

年金の無料相談が次のとおり開

かれます。ご利用下さい。

10月12日（火）午前10時～午後3時

　　　　

大野織物工業協同組合

10月24日（日）午前10時～午後4時

　　　　

下庄まつり会場

10月30日（土）午前10時～午後4時

　　　　

JAフェスタIN上庄

11月6日（土）…7日（日）

　　　　

午前10時～午後4時

　　　　

大野産業フェア会場

　　　　　　

（大野有終会館）

越美北線ダイヤ

10月1日から一部改正

　

越美北線のダイヤが、一部改正されま

す。大野発の福井行きの改正は、19：53

分が19：51分に変更の一便だけ。福井発

の改正はありません。
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ホ
ー
ム
ー
ス
テ
イ

　

今
年
の
三
月
か
ら
一
年
間
、
大
野
高
校
で

学
ん
で
い
る
ア
ン
ド
レ
ア
ス
ー
ク
ン
グ
ベ
リ

君
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
出
身
で
、
初
め
て
の
北

欧
か
ら
の
留
学
生
で
す
。
彼
の
住
む
ス
ト
ッ

ク
ホ
ル
ム
は
人
口
百
五
十
万
人
で
、
札
幌
と

ほ
ぽ
同
じ
人
口
で
す
。
テ
ニ
ス
や
水
泳
の
ほ

か
ス
キ
ー
や
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
も
得
意
で
す
。

　

彼
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
て
い
る
の
は
、

三
年
前
に
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
日
本
人
学
校
で
勤

務
さ
れ
た
山
村
宗
武
先
生
宅
（
柿
ヶ
島
）
で

す
。
都
会
育
ち
の
彼
は
、
田
舎
の
自
然
豊
か

な
大
野
が
気
に
入
っ
て
い
る
よ
う
で
、
高
校

生
活
も
楽
し
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
六
呂

師
ス
キ
ー
場
が
近
く
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
ス

キ
ー
の
話
題
に
も
及
び
ま
し
た
。

　

向
こ
う
の
中
学
校
や
高
校
で
は
、
日
本
の

よ
う
に
放
課
後
の
部
活
動
は
な
く
て
、
午
後

三
時
ご
ろ
帰
宅
し
て
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を

行
い
、
ク
ラ
ブ
の
会
費
も
安
い
そ
う
で
す
。

夏
休
み
は
こ
力
月
あ
っ
て
、
宿
題
が
全
然
な

い
の
が
大
き
な
違
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
福
井
県
に
滞
在
し
て
い
る
A
F
S

　

（
高
校
生
の
交
換
留
学
を
行
う
ア
メ
リ
カ
の

民
間
機
関
）
留
学
生
は
、
彼
を
含
め
て
四
名

で
す
。
今
年
の
夏
休
み
は
、
家
族
と
金
沢
へ
、

長
野
と
名
古
屋
へ
は
、
留
学
生
を
訪
ね
て
旅

行
。
九
月
に
は
勝
山
市
の
留
学
生
と
、
白
山

登
山
も
し
ま
し
た
。

　

国
際
化
時
代
を
迎
え
て
、
大
野
市
で
ど
の

な
体
験
を
し
て
も
ら
う
か
は
、
学
校
や
ホ
ス

ト
先
だ
け
で
な
く
、
市
民
全
体
の
責
任
で
も

あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
今
月
に
行
わ
れ
る

九
州
へ
の
修
学
旅
行
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
が
、
将
来
は
大
学
に
進
学
し
て
経
済
を
勉

強
し
た
い
彼
に
、
大
野
市
の
こ
と
を
も
っ
と

深
く
知
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

市民のうごき

9月1日現在 前月比

世帯数 11．334世帯 △6世帯

41，862人 △6人

人口 男 20，019人 △6人

女 21，843人 O人

8月中の異動
転入 37人 出生 44人

転出 63人 死亡 24人

市内の交通事故状況（nヵヽいJi・）

件数内訳
平成5年　
8月末

平成4年　
8月末

増減

総件数 347件 322件 25件

人身

事故

件数 86件 98件 △12件

死者 3人 8人 △5人

傷者 123人 136人 △13人

物損事故 261件 224件 37件

表
紙
の
こ
と
ば

　

毎
年
、
9
月
1
5
日
に
稲
郷
の

八
幡
神
社
で
奉
納
さ
れ
る
里
神

楽
。
一
六
八
一
年
ご
ろ
、
村
人

の
安
全
と
五
穀
豊
穣
を
感
謝
す

る
神
事
と
し
て
始
ま
っ
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
当
日
は
好
天
に

恵
ま
れ
、
天
狗
や
獅
子
、
農
家

の
夫
婦
に
扮
し
た
若
者
が
、
汗

び
っ
し
よ
り
に
な
り
な
が
ら
、

伝
統
芸
能
を
舞
い
ま
し
た
。

編
集
後
記

　

何
年
ぶ
り
か
で
実
施
さ
れ
た

市
政
バ
ス
。
新
設
の
公
共
施
設

を
訪
問
し
、
そ
の
充
実
ぶ
り
に

驚
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
紙
面

で
も
、
そ
の
都
度
写
真
で
紹
介

し
て
い
ま
す
が
、
百
聞
は
一
見

に
し
か
す
で
、
や
は
り
自
分
の

目
で
確
か
め
る
の
が
一
番
。
二

回
目
の
市
政
バ
ス
の
申
し
込
み

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

同1曰．iR

　

吉
野
谷
村
と
い
え
ば

石
川
県
の
白
山
ス
ー
パ
ー

林
道
沿
い
の
小
さ
な
村

で
あ
る
。
最
近
は
村
お

こ
し
の
一
環
と
し
て
洋

蘭
の
栽
培
に
力
を
入
れ

て
い
る
。
こ
の
村
の
中
に
、
村
営
の
す
ば
ら
し

い
公
衆
ト
イ
レ
が
二
ヵ
所
あ
る
▼
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
ー
オ
ー
ス
ト
リ
ア
ー
ド
イ
ツ
ー
フ
ラ
ン
ス
な

ど
か
ら
輸
入
し
た
便
器
と
洗
面
台
。
中
に
は
ラ

イ
オ
ン
の
顔
を
彫
刻
し
た
も
の
や
花
模
様
の
入
っ

た
便
器
も
あ
り
、
西
洋
の
豪
華
な
ト
イ
レ
が
そ

ろ
っ
て
い
る
感
じ
で
あ
る
▼
冷
暖
房
が
完
備
さ

れ
て
、
何
よ
り
も
室
内
の
掃
除
が
行
き
届
い
て

お
り
気
持
ち
が
よ
い
。
誰
で
も
気
軽
に
利
用
で

き
る
し
、
も
ち
ろ
ん
無
料
で
あ
る
▼
観
光
地
や

行
楽
地
と
名
の
つ
く
所
は
、
数
多
く
あ
る
が
、

ト
イ
レ
は
片
隅
に
あ
っ
て
清
潔
で
な
い
と
こ
ろ

が
少
な
く
な
い
。
白
山
山
麓
の
小
さ
な
山
村
が
、

並
外
れ
て
ぜ
い
た
く
な
ト
イ
レ
を
設
け
て
い
る

こ
と
に
は
、
反
感
ど
こ
ろ
か
好
感
の
方
が
、
い

つ
ま
で
も
心
に
残
る
▼
ト
イ
レ
文
化
と
い
う
こ

と
ば
が
あ
る
よ
う
に
、
単
に
排
泄
の
用
が
足
せ

れ
ば
そ
れ
で
よ
い
と
い
う
認
識
の
時
代
で
は
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
。
「
無
用
の
用
」
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
か
、
一
見
ぜ
い
た
く
過
ぎ
て
無

駄
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
、
実
は
市
民
や
外
来

者
の
心
に
、
一
時
の
安
ら
ぎ
を
与
え
る
空
間
に

な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
気
配
り
が
、
こ
れ
か

ら
の
環
境
整
備
に
は
求
め
ら
れ
る
い
る
と
思
う

▼
大
野
に
通
ず
る
国
道
沿
い
を
走
る
た
び
に
、

あ
の
す
ば
ら
し
い
村
営
の
公
衆
ト
イ
レ
を
思
い

出
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
国
道
整
備
計
画
に

あ
た
っ
て
は
、
こ
う
し
た
配
慮
を
期
待
し
た
い

も
の
で
あ
る
。
（
A
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
酋
6
6
・
1
1
1
1
）
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